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ねらい

「二・四事件」直後に、上田市長が主導して「赤化排撃」を目的に「共産
党戦術の暴露」「各種団体左傾分子排撃」「必要なる教化指導」を実行
するために結成された「全国でも始めての組織」（『北信毎日新聞』）「県
下最初の試み」（『信濃毎日新聞』）と報じられた組織である。いっぽう
『社会運動通信』は「長野のナチス」と報じられた組織でもある。各市町
村には支会の設置を目指した。事務所を上田市役所に置き、上小市町
村長、上田市学務委員と各町村学務委員、相談役に警察署長、各配属
将校、在郷軍人会連合軍分会長で構成された。司法・文部各大臣や陸
軍大臣、県会、知事らには「赤化共産化の厳罰」の建議を、信濃教育会
には「多数の赤化教員を出し」たことへの「反省」の建議を、さらに「滝川
事件」では滝川教授の排撃を、五・一五事件では被告らの減刑嘆願の
建議をした。
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